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第１回犀川大橋景観検討委員会（平成 19年 12月 5日）　

　５，現地状況確認

犀川大橋架橋位置

視点②：上流側左岸から

視点③：下流側から

視点①：上流側左岸橋詰（橋面）

架橋位置周辺の環境
　本橋は金沢の繁華街の中心の１つである片町の南側に位置しています。夜間を含め
人で賑わうのが特徴で、通勤通学の姿が散見される昼間の景観の他、北陸髄一の夜の
町としの顔を併せ持っているのが特徴と言えます。

視点場の特徴
　本橋は主に犀川周辺を中心に視点場が存在します。河川、遠方の山並みをはじめと
する自然景観構成要素、建築をはじめとする人工的な景観構成要素の現在の状況は概
ね以下のとおりです。

視点②：上流側左岸から

視点①：上流側左岸橋詰（橋面）

視点③：下流側から

橋面および国道 157号沿いの視点からは、建築を背景とします。

空気の澄んだ日には医王山や戸室山をはじめとする加賀の山並みと曲弦の柔らかさが
美しく調和します。


